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Pl −154　血清ク ラ ミ ジァ 抗体 陽性 不妊患者の 卵管通 過 性 異常 と妊娠率の 検討
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1目的】ク ラ ミジ ア （以 下 CL）感染は 不姓症の 原因 とな る こ とが知られ て い る．そ こで．　 CL 抗体陽性例にお い て IgA，　 IgG
ク ラ ス 別 に卵管通 過性 お よび予後を検討 した．【方法】対象 は 2005年 4 月か ら 2 年間で CL 抗体 〔EIA 法）陽性患者の うち，
子宮那管造影 （HSG ）を実雄 した 242例で ある．平均年齢 328歳，平均不 妊期間 2 年 2 カ 月，　 CL 抗体 IgA （＋ ）IgG （

一
）

（以 下 A 群 ）35例，IgA （＋ ｝ IgG （＋ ）（AG 群 ）lll例，　 IgA （一）IgG （＋ ）（G 群 ）96例 で あ る。1成 績】CL 抗 原 陽性 率 は

A 群 0％ （O／35），AG 　eW　11．7％ （13〆111），　 G 群 1，0％ （1／96）．一
般不妊治療 に お ける 妊娠率 は A 群 54．3％，　 AG 群 33．3％ ，

G 群 27，王％ ； （A −AG 群閣 ：p＜ 0．OS，　 A −G 群間 ：P 〈 0，01）．流産率は ，　 A 群 15悉％ （3／19）．　 AG 群 24，3％ （9！371，　 G 群 7．7％
（2／26）．子宮外妊娠は A 群 1例 （2．896），AG 群 0例 （0％），　 G 群 2例 （7．7％）で あっ た．　 HSG で異常 を認 め た症例の 割合は，
A 群 で 40．0％，AG 群 で は 68．5％ ，　G 群 75，0％ で あ っ た，両側 卵管颶塞 は A 群 0％ （G、i

’
35），　AG 群 23、4％ （26！111＞，　G 群 16、6％

（16f
’
96），卵管水腫 は A 群 0％，　 AG 群 12．6％，　 G 群 13．5％ に 認め られ た，卵管鏡下卵管形成術 （FT ）を実施 した 35例で の

手術奏功率お よび 妊娠率は そ れ ぞ れ A 群 で leO％ （3／3），40．0％ （2！
’

5），　 AG 群で 42．9％ （3．／7），28。6％ （4／14），　 G 群 13．3％’
（2／15＞，125 ％ （2／」6）で あ っ た．【結論】CI、抗体陽性例で は 卵管通過性異常が 高い 頻度 で 認め られ た．不妊原因検索の

一
貫

と して CL 抗体検査 は重要で あ る事が確認 され た，特に IgG陽性例 で は 高率 に卵管通 過 性異常が み られ，かつ FT を含め た
一

般不妊治療に お け る 妊娠率は低 か っ た．以 上 よ りIgG陽 性例は，　IgA ．単独隣性例 に 比較し卵管病変が 進行して い る 可能性が示

唆され，積極皰な治療が必要と考えられた，

P1 −t55　LAMP 法 に よ る性器ヘ ル ペ ス の 迅 速診断
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【目的】性器ヘ ル ペ ス の 診断 に は病原 診 断法が 必 須 で あ るが，従来 感度 ・特異 度 に優 れ しか も迅 速 に診断 で き る方法が な か っ

た．今回新 しい 遺伝子増幅法 で あ る LAMP 法 （Loep −mediated 　isothermal　amplificati ．on ）を用 い て 性器ヘ ル ペ ス の 診断に お

け る精度をウ イル ス 分離培養法 と比較し，その 有用性 を検討した．【方法】濂床検体 ： 単純ヘ ル ペ ス ウ イル ス （HSV ）を分離 し

て 性器ヘ ル ペ ス と診断 した患者 16 名の 発症時と治癒後 に外陰 また は子 宮頸管 を綿棒 に て擦過 し精製水 に浸洗 した 107検体

を 用 い た．同時に分 離 培養法 の検体を採取 し R−66細 胞 を用 い て培養 した．LAMP 法 ：検体 を型 特異的 プ ラ イマ ー・，　 DNA
増編試薬 キ ッ トと混ぜ 65℃，80〜120分反跡 後濁度測定装置 LA −20  を用い て 濁度 を湖定し 0．1 以 上 を賜性 と した，新鮮分離

株 lIISV −120 株，　 HSV −221 株を用 い た．【成績】（1）新鮮分離株 41株は，全て型特異的に検出で きた．（2）臨床検体 lHSV −

1感染症 例 で は，培 養陽性 7検体 は全 て塰 特異 的 に陽 性 と な っ た，培養 陰性 lOC検体の うち 1検体が LAMP 法 陽性 と な っ た．
HSV −2 感染症例 で は，培養陽性 17検体中 15検体が 陽性 と なっ た．培養陰性 の 90 検体 は全て LAMP 法陰性で あ っ た．【結謝
本プ ラ イマ ーを用 い た LAMP 法は ，感度 ・特異度共 に 培養法 と 同等で あ り，しか も 2 時間以 内 に 診断で きる の で性器 ヘ ル ペ

ス の 迅 速病原診断法と して有用である．な お，本研究は施設内の 倫理委員会 の 承認 を得て い る．

P1−156　卵管障害 と ク ラ ミ ジ ア HSP60 抗体価 との 相関に つ い て の 検討
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｛目的1 ク ラ ミジ ア トラ コ マ テ ィ ス （CT ）感 染 に よ り誘 導 さ れ る heat　sheck 　proteifi（cllSP60 ）を抗 原 とす る 自己免 疫 酌 な機

序 の 卵管障害に対す る関与につ い て 検討する た め，CT 抗体価 感染時期 の 指標で あ る Avidity　Index （AD お よ び卵管障 害

の 程度 と cRSP60 抗体価 との 枳関を検討 した，【方法】当科不妊外来に て腹脇鏡検査を施行 した CT 抗体賜牲患者の うち，手術

既 往 や子宮内膜症 な ど を除外 した 36症例 72卵管を対象と した，イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トを得た ヒで こ れ らの症例の cHSP

60抗 体価 と CTIgG 抗体価，　IgA 抗体価 AI，ク ラ ミ ジ ア ニ ュ
ー

モ ニ エ 抗 体価お よび卵管 障 害の 程 度 との 相 関 を調 べ た．卵 管

障害は卵管閉塞の 有無 と卵管癒着 の 程度とに分け，卵管癒着の 評価 は revised 　ASRM の 癒着 ス コ ア を用 い て，癒着なし （ 

点），軽度癒着 （2点以 下），高度癒着 （4点以 上）の 3群 に 分けた．【成績】36症 例 を cHSP60 抗体価 （cut　off　index）に よ り

3群 （各群 n ＝12：A 群 ：e．S ± 02，　 B 群 ：1．7± （｝．3，　 C 群 ；4．3 ± 1．2）に層別 し解析 した，　 CT 　IgA 抗体簸 は C 群 で有意 に高値 を

示 した （A 群 ： 1．5．　± 1．1，B 群 ：2．0 ± 1．6，　 C 群 ：55 ± 3．4）が，その 他 の 因子 は 3 群間に 有意差 を認め な か っ た．卵管障害 に 関

して は，疎通性を認め か つ 癒着ス コ ァ 2 点以下 の 症例数 は A 群 ：10f12例，　B 群 ：8／12例，　C 群 ；1／12例 と C 群 で有意 に少

なか っ た．【結論】cHSP60 抗体価 が CTIgA 抗体価お よ び卵管障害の 程度 と有意な相関 を認め た こ とか ら，活動性感染の 程度

に よ り cHSP60 が 誘導 され，卵管 を障害 して い る可能性 が 示唆 され た．また，　 AI と相関 を認め ない こ とか ら感染時期 だ けで

卵管障害の 程度 は 推測で きな い こ と が示 唆 さ れ た．
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